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研究実績の概要（１） 

１） 文献・資料調査 
① 「家政学」の概念研究と整理（平成２５年４月から７月）（共同研究） 

    ・文献及び研究論文・資料を元に「家政学」の概念と分野別目標・課題について調査・研

を行った。 

② 「ヒューマン・セキュリティー」分野の課題と「家政学」分野が果たす役割について研究 

  （平成２５年８月から１２月）（共同研究） 

・国連や日本政府、研究機関や学会が取り組んで来た「ヒューマン・セキュリティー」の

課題を整理し、「家政学」の分野が果たすべき役割について研究した。 

➂ 海外調査事例の整理と課題解決に向けた提案 （平成２５年９月から平成２６年３月現在 

継続中） 

・モンゴルウランバートル郊外のゲル地区に定住する道を選んだ遊牧民の生活の変化に伴

う課題を整理し、この課題解決が「ヒューマン・セキュリティー」の重要な事項であると

位置づけることで、この問題の解決に果たすべき「家政学」の分野の役割を提案する。 

・東南アジアにおける代表的発展途上地域と考えられるタイ東北部の農村を対象に、その

近代化に伴う課題を「ヒューマン・セキュリティー」の視点から捉え、その課題解決に果

たすべき「家政学」の分野の役割を提案する。 

・以上の海外事例をもとに、生活の質の向上と住環境の改善に果たすべき方向を建築・デ

ザイン教育を通して考える。（共同研究） 

 

２）海外調査 
① モンゴル遊牧民のウランバートル郊外への定住化調査（平成２５年８月６日から８月２１

日まで） 
・ウランバートル郊外のゲル地区の実態調査を行った。 
・ウランバートル郊外のゲル地区に対する政府公表資料、研究文献の調査を行った。 
 

② ウランバートル郊外へゲル地区の定住化追加調査（平成２６年３月１７日から３月２４日

まで） 
・ウランバートル郊外のゲル地区の冬期における生活実態調査を行った。 
 

③ タイ東北部農村地域の建築調査と集落調査（平成２５年８月２９日から９月１２日まで） 
・チェンマイを中心にタイ東北部の伝統的建築スタイルの建築調査を行った。 
・タイソプラップ村の農村と住環境の調査を行った。 
 

④ タイ東北部農村地域の建築調査と集落調査（平成２６年２月２４日から３月５日まで） 
・ランパンを中心に伝統的町並みと建築の追加建築調査を行った。 
・タイソプラップ村の近代化に伴うライフスタイルと住環境の変化を調査した。 
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